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リモート講座 

古文書基礎の基礎 

  一杉 勝  編 
 



 

2
 

                           

                           

講座の概要 

対象 

  ・古文書に興味がある、古文書講座を受けたい、しかし、古文書は難しそう 

で手が届かないと考えている方 

  ・既に古文書を勉強しているが、基礎を学び直したいと思う方 

 

スケジュール 

・１月１１日、２５日、２月８日、２２日の４回   

  ・時間  午前９時半～１１時半 

     ～皆さんの御要望があれば、３月に２回（３月１１日、２５日）に実践 

講座として興味ある内容を選び、解読します。 

 

講座の内容 

第一回 古文書とは、古文書の種類、古文書の文字、きまり事など基本事項 

第二回 変体仮名の徹底理解 

第三回 漢文的表現のマスター 

第四回 漢字くづし字攻略のヒント 

（これは１回の講座だけではマスターできません。） 

 

「
古
文
書
基
礎
の
基
礎
」
教
材 
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第
一
章 

 

古
文
書
と
は 

 
一
の
一 

「
古
文
書
」
と
は 

 
 

「
こ
ぶ
ん
し
ょ
」
で
は
な
く
「
こ
も
ん
じ
ょ
」
と
読
む
。 

 

特
定
の
者
に
対
し
て
意
志
表
示
を
行
う
た
め
に
作
成
さ
れ
た
文
字
史

料
で
、
差
出
人
と
受
取
人
が
存
在
す
る
も
の
を
い
う
。 

 

特
定
の
相
手
に
向
け
た
も
の
で
は
な
く
受
取
人
が
不
特
定
で
意
志
が

一
方
的
に
表
示
さ
れ
て
い
る
文
字
史
料
は
古
記
録
と
呼
ぶ
。 

 

記
述
す
る
対
象
に
つ
い
て
「
そ
の
と
き
」「
そ
の
場
で
」「
そ
の
人
が
」

の
三
要
素
を
充
た
し
た
文
献
を
「
一
次
史
料
」
と
呼
び
、
上
記
三
要

素
を
満
た
さ
な
い
文
献
史
料
を
「
二
次
史
料
」
と
呼
ぶ
。
こ
の
観
点

か
ら
い
う
と
、
当
事
者
が
そ
の
時
々
に
遺
し
た
手
紙
、
文
書
な
ど
、

す
な
わ
ち
「
古
文
書
」
は
一
次
史
料
で
あ
り
、
第
三
者
が
記
し
た
物

や
、
後
の
記
録
が
該
当
す
る
「
古
記
録
」
は
二
次
史
料
と
い
え
る
。 

 
 

 
 

二
次
史
料
が
一
次
史
料
よ
り
必
ず
し
も
信
頼
性
に
乏
し
い
と
は
限
ら

な
い
。
手
紙
や
日
記
な
ど
に
誤
解
に
も
と
づ
い
た
記
述
が
あ
る
事
も

多
く
、
ま
た
第
三
者
が
記
し
た
文
献
も
考
証
を
重
ね
た
も
の
も
多
い

か
ら
で
あ
る
。 

 

一
の
二 

古
文
書
の
種
類 

  
 

文
書
を
発
行
・
発
給
元
に
よ
り
公
文
書
・
私
文
書
、
あ
る
い
は
武
家

文
書
・
町
方
文
書
・
在
方
（
地
方
・
村
方
・
浦
方
）
文
書
な
ど
に
分

類
さ
れ
、
日
記
類
も
公
用
日
記
、
個
人
日
記
な
ど
に
分
類
さ
れ
る
。 

 
 

 

（
注
）「
文
書
」
は
一
般
に
は
「
ぶ
ん
し
ょ
（
漢
音
）」
と
読
む
が
、

古
文
書
関
係
者
は
こ
れ
を
「
も
ん
じ
ょ
（
呉
音
）」
と
呼
ぶ
。

こ
の
読
み
は
「
古
文
書
」
以
外
に
は
用
い
ら
れ
な
い
。 
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一
の
三 

古
文
書
の
特
徴 

① 

候
文 

 
 

 

い
わ
ゆ
る
候
文
が
基
本
。 

 

「
候
」
は
現
代
文
の
「
で
す
」、「
ま
す
」、「
で
あ
る
」
と
同
じ
用
法
。 

 
 

 
 「

候
」
は
終
止
形
と
し
て
使
わ
れ
る
事
が
多
い
が
、
次
の
文
節
に
つ

な
ぐ
形
で
使
わ
れ
る
事
も
あ
る
。 

 

～
候
節
、
～
候
砌
、
～
候
者
、
～
候
間
、
～
候
旨
、 

～
候
所
、
～
候
処
、 

 

 
 

「
候
」
と
い
う
字
は
、
古
文
書
で
も
っ
と
も
多
く
使
わ
れ
る
字
の
ひ 

と
つ
と
い
え
る
。 

頻
度
も
多
い
た
め
に
、
そ
の
く
ず
し
方
も
色
々

で
あ
り
、
究
極
は
点
ひ
と
つ
に
な
る
事
も
あ
る
。 

 
 

 
 

       

  

文
中
で
は
後
二
行
の
く
ず
し
方
が
多
い
が
、
行
の
頭
に
「
候
」
が

来
る
と
、
二
行
目
、
三
行
目
の
よ
う
に
比
較
的
丁
寧
な
字
体
に
な

る
事
が
多
い
。 

② 

原
則
と
し
て
句
読
点
が
な
い
。
（
例
文
１
，
３
参
照
） 

稀
に
句
点
（
。）
が
つ
い
て
い
る
事
が
あ
る
が
、
読
点
（
、）
は
な
い
。 

句
点
は
読
み
や
す
い
よ
う
に
後
世
の
人
が
書
き
加
え
た
可
能
性
も
あ 

る
。 

解
読
文
で
は
適
宜
句
読
点
を
つ
け
て
読
み
や
す
く
す
る
。 

  
 

例
文
１
の
書
き
下
し
文 

女
三
人
内
髪
切
壱
人
小
女
壱
人
乗
物
弐
挺 

従
美
濃
國
恵
那
郡
岩
村
松
平
能
登
守
殿 

江
戸
屋
鋪
迠
指
越
被
申
候
福
嶋
御
関
所 

無
相
違
可
有
御
通
候
右
者
松
平
能
登
守
殿 

家
来
井
野
猪
右
衛
門
と
申
者
の
母
同
妻
、 

同
娘
の
由
能
登
守
殿
断
付
て
如
斯
候
也 

寶
暦
六
丙
子
年
三
月
六
日 

 

戸
田
采
女
正 

印 

 
 

 
 

 
 

福
嶋
御
関
所 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

御
番
中 

 
 

 

句
読
点
な
ど
を
加
え
た
「
解
読
文
」 

女
三
人
、
内
髪
切
壱
人
、
小
女
壱
人
、
乗
物
弐
挺
、 

従
二

美
濃
國
恵
那
郡
岩
村
一

、
松
平
能
登
守
殿 

江
戸
屋
鋪
迠
指
越
被
レ

申
候
。
福
嶋
御
関
所 

無
二

相
違
一

可
レ

有
一

御
通
二

候
。
右
者
松
平
能
登
守
殿 

家
来
井
野
猪
右
衛
門
と
申
者
の
母
・
同
妻
・ 

同
娘
の
由
、
能
登
守
殿
断
付
て
如
斯
候
也
。 

寶
暦
六
丙
子
年
三
月
六
日 

 

戸
田
采
女
正 

印 

 
 

 
 

 
福
嶋
御
関
所 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

御
番
中 
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文
章
の
切
れ
目
（
終
止
形
） 

～
候 

～
也 

 
 

 
 

 
 

な
ど 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
文
節
の
切
れ
目 

 
 

 
 

 

～
由
、
～
間
、
～
節
、
～
処 

な
ど 

 

③ 

一
つ
書
き 

箇
条
書
の
場
合
、
一
、
二
、
三
、・
・
・
で
は
な
く
、
何
項
目
あ
っ

て
も
一
、
一
、・
・
・
と
す
る
。 

読
み
は
「
ひ
と
つ
」 

一
項
目
し
か
な
い
文
章
で
も
「
一
、」
と
書
く
習
慣
が
あ
る
。 

 
 

 
 

（
注
）
手
紙
な
ど
で
「
一
筆
啓
上
」
の
「
一
」
を
一
段
高
い
所

か
ら
書
き
始
め
る
こ
と
が
あ
り
、
一
つ
書
き
の
よ
う
に

見
え
る
事
が
あ
る
。 

 

④ 

送
り
仮
名
が
な
い
こ
と
が
多
く
、
あ
っ
て
も
規
則
的
な
送
り
仮
名
で 

は
な
い
。 

例 

乍
恐
以
書
付
奉
願
上
候 

 
 

恐
れ
乍
ら
書
付
を
以
て
願
い
上
げ
奉
り
候 

 

・
送
り
仮
名
が
あ
る
場
合
は
小
文
字
で
右
に
寄
せ
て
書
く
こ
と
が
多
い
。 

・
書
き
手
が
、
こ
の
字
を
こ
う
読
ん
で
欲
し
い
と
い
う
場
合
に
、
現
代

文
で
は
不
要
と
さ
れ
る
送
り
仮
名
を
付
け
る
事
が
あ
る
。 

例 

一
ト
通 

 
 

 
 

（
ひ
と
と
お
り
） 

 
 

 
 

 

〇
〇
の
為
メ 

 
 

（
〇
〇
の
た
め
） 

 
 

 
 

 

左
り 
 

 
 

 
 

（
ひ
だ
り
） 

 

⑤ 

助
詞
（
て
に
を
は
） 

 
 

「
て
に
を
は
」
は
小
さ
な
字
で
右
寄
せ
さ
れ
る
事
が
多
い
が
、
省
略

さ
れ
る
事
も
多
い 

 

⑥ 

仮
名
に
濁
点
を
つ
け
な
い
場
合
が
多
い
。 

 
 

 
 

 
 

例 

宿
は
つ
れ
に
相
詰 

（
宿
は
づ
れ
に
相
詰
め
） 

 

⑦ 

厥
字
・
平
出
・
台
頭 

 
 

・
文
章
の
中
に
敬
意
を
払
う
語
が
あ
る
時
、
そ
の
語
の
上
に
一
字 

か
二
字
余
白
を
あ
け
る
。
こ
れ
を
厥
字
（
欠
字 

け
つ
じ
）
と 

い
う
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

・
文
章
の
中
に
天
皇
、
将
軍
な
ど
貴
人
の
名
、
あ
る
い
は
高
位
の

役
職
名
が
出
る
と
き
，
こ
れ
を
尊
敬
し
て
名
の
上
で
改
行
す
る
。

こ
れ
を
平
出
（
へ
い
し
ゅ
つ
）
と
云
う
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

・
更
に
尊
敬
の
意
を
最
大
限
に
す
る
場
合
は
、
他
の
行
よ
り
一
字 

文
高
く
す
る
。
こ
れ
を
台
頭
（
た
い
と
う
）
と
い
う
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

こ
れ
ら
は
中
国
で
古
く
か
ら
行
わ
れ
た
風
習
を
日
本
で
も
こ
れ
に
習

っ
て
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。 

 

⑧ 

変
体
仮
名 

 
 

 

庶
民
へ
の
通
達
・
命
令
な
ど
は
漢
字
・
仮
名
ま
じ
り
と
な
り
、
庶
民
が

読
ん
だ
草
紙
・
黄
表
紙
な
ど
で
は
変
体
仮
名
が
主
体
で
、
漢
字
に
は
ふ

り
が
な
が
つ
い
て
い
る
。 

女
性
の
手
紙
、
日
記
に
は
変
体
仮
名
が
多

く
用
い
ら
れ
て
い
る
。 

・
変
体
仮
名
は
漢
字
の
く
ず
し
字
か
ら
作
ら
れ
て
い
る
が
、
ひ
と

つ
の
音
に
対
し
て
複
数
の
仮
名
が
あ
り
、
そ
の
使
用
に
つ
い
て

は
あ
ま
り
法
則
性
が
少
な
い
。 

 
 

 

・
文
章
の
中
で
同
じ
ペ
ー
ジ
の
近
い
所
に
同
音
の
仮
名
を
書
く
と

き
に
、
別
の
字
母
の
仮
名
を
使
う
傾
向
が
あ
る
。 
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（
第
二
章 

参
照
） 

 
⑨ 
旧
仮
名
遣
い 

 

・
現
代
仮
名
遣
い
の
語
頭
の
「
い
・
え
・
お
」
に
は
歴
史
的
仮
名
遣
で 

「
ゐ
・
ゑ
・
を
」
で
あ
る
も
の
が
多
い
。 

 
 

 
 

例
：
ゐ
ど
（
井
戸
） 

ゑ
む
（
笑
む
） 

を
か
（
丘
） 

 

・
語
頭
以
外
の
「
わ
・
い
・
う
・
え
・
お
」
の
多
く
が 

「
は
・
ひ
・
ふ
・
へ
・
ほ
」
ま
た
は
「
ゐ
・
ゑ
・
を
」 

 
 

 
 

例
：
か
は
（
川
） 

こ
ひ
（
鯉
） 

あ
ふ
（
会
う
） 

ま
へ
（
前
） 

 

か
ほ
（
顔
） 

あ
ゐ
（
藍
） 

こ
ゑ
（
声
） 

あ
を
（
青
） 

 
 

・「
お
う
・
こ
う
・
そ
う
」
の
多
く
が 

「
あ
う
・
あ
ふ
・
か
う
・
か
ふ
・
さ
う
・
さ
ふ
」 

 
 

 
 

例
：
あ
ふ
ぎ
（
扇
） 

か
う
も
り
（
蝙
蝠
）
か
う
ふ
（
甲
府
） 

 
 

・「
き
ゅ
う
・
し
ゅ
う
・
ち
ゅ
う
」
の
多
く
が 

「
き
う
・
き
ふ
・
し
う
・
し
ふ
・
ち
う
・
ち
ふ
」 

 
 

 
 

例
：
き
う
り
（
胡
瓜
） 

う
つ
く
し
う
（
美
し
ゅ
う
） 

 
 

・「
き
ょ
う
・
し
ょ
う
・
ち
ょ
う
…
」
の
多
く
が 

「
け
う
・
け
ふ
・
せ
う
・
せ
ふ
・
て
う
・
て
ふ
」 

 
 

 
 

例
：
け
ふ
（
今
日
） 

で
せ
う
（
で
し
ょ
う
） 

え
ん
け
う
（
猿
橋
） 

 

・「
じ
」
は
、
ざ
行
の
「
じ
」
と
だ
行
の
「
ぢ
」、 

「
ず
」
に
は
、
ざ
行
の
「
ず
」
と
だ
行
の
「
づ
」
が
あ
る
。 

 
 

 
 

例
：
ぢ
ぢ
（
爺
） 

み
づ
（
水
） 

 

⑩ 

特
殊
な
文
字 

・
合
字 

ふ
た
つ
の
文
字
を
組
み
合
わ
せ
た
新
た
な
字 

 

 
 

 
 

 

ゟ 

か
な
の
「
よ
」
と
「
り
」
の
合
字 

 

〆 

か
な
の
「
し
」
と
「
め
」
の
合
字 

 

な
ど 

 
 

 
 

 

 

・
畳
字 

 
 

 
 

 

ヽ 

ゝ 

ヾ 

ゞ 

々 

〳
〵 

〃 

な
ど 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

⑪ 

宛
字
・
当
字
（
あ
て
字
） 

荒
増
（
あ
ら
ま
し
） 

 

面
十
（
め
ん
ど
う
） 

 

風
与
（
ふ
と
） 

 

六
ケ
敷
（
む
つ
か
し
き
） 

十
方
（
と
ほ
う
） 

 

候
半
（
そ
う
ら
わ
ん
） 

 

 

慣
用
的
な
あ
て
字 

（
誤
字
で
は
な
い
） 

百
性
（
百
姓
） 

 
 

 

出
情
（
出
精
） 

 
 

宣
敷
（
宜
敷
） 

 
 

不
抱
（
不
拘
） 

 
 

 

直
段
（
値
段
） 

 
 

髙
直
（
高
値
） 
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安
直
（
や
す
ね
） 

 
 

一
流
（
一
統
） 

 
 

突
合
（
付
合
） 

陳
屋
（
陣
屋
） 

 
 

 

蜜
に
（
密
に
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

⑫ 

近
世
特
有
の
慣
用
語
・
難
語 

 
等
閑
（
な
お
ざ
り
） 

 
 

 
 

 
 

都
而
（
す
べ
て
） 

 
 

停
止
（
ち
ょ
う
じ
） 

 
 

 
 

 
 

態
（
わ
ざ
わ
ざ
） 

而
己
（
の
み
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

左
右
（
か
れ
こ
れ
） 

 

為
体
（
て
い
た
ら
く
） 

 
 

 
 

 

数
多
（
あ
ま
た
） 

乍
去
（
さ
り
な
が
ら
） 

 
 

 
 

 

急
度
・
屹
度
（
き
っ
と
） 

曲
事
（
く
せ
ご
と
） 

 
 

 
 

 
 

有
来
（
あ
り
き
た
り
） 

越
度
（
お
っ
と
） 

落
度 

 
 

 
 

草
臥
（
く
た
び
れ
） 

爰
元
・
爰
許
（
こ
こ
も
と
） 

 
 

 

扨
（
さ
て
） 

鳥
渡
（
ち
ょ
っ
と
） 

 
 

 
 

 
 
 
 

無
拠
（
よ
ん
ど
こ
ろ
な
し
） 

 

⑬ 

和
漢
混
淆
文 

 
 

 

武
家
文
書
、
公
式
文
書
な
ど
で
は
漢
文
あ
る
い
は
漢
文
的
表
現
を

含
む
和
漢
混
淆
文
が
多
い
。 

 
 

 
 

 
 

 

（
第
三
章
参
照
） 

 

⑭ 

花
押
と
印
鑑 

 

・
花
押 

 
 

 

将
軍
、
大
名
、
そ
の
家
臣
な
ど
武
家
が
発
給
す
る
文
書
の
署
名
捺

印
の
代
わ
り
に
書
い
た
記
号
。 

そ
の
形
が
花
の
模
様
の
よ
う
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
花
押
と
呼
ば
れ

る
。
当
初
は
手
書
き
だ
っ
た
が
、
後
世
に
は
印
判
が
普
及
し
た
。 

 

印
判
で
は
な
く
、
自
署
で
あ
る
花
押
を
区
別
し
て
書
判
《
か
き
は

ん
》
と
も
呼
ぶ
。 

 

・
印
鑑 

 
 

 

江
戸
時
代
、
武
士
も
庶
民
（
家
長
の
み
）
も
印
鑑
を
持
っ
て
い
た
。 

庶
民
で
も
借
用
書
な
ど
の
証
文
、
戸
籍
を
他
村
へ
移
す
時
の
人
別

送
り
状
、
奉
公
に
出
る
時
の
奉
公
人
請
状
、
お
上
に
提
出
す
る
五

人
組
前
書
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
場
面
で
印
鑑
が
使
わ
れ
た
。
印
章
の

色
は
朱
印
が
禁
じ
ら
れ
、
黒
印
だ
っ
た
。 

 

⑮ 

連
署 

 
 

老
中
連
署
の
例 

 

・
・
・
・
謹
言 

 
 

 
 

 

稲
葉
丹
後
守 

 

二
月
十
八
日 

 

正
通 

花
押 

 
 

 

 
 

 
 

 

秋
元
但
馬
守 

 
 

 
 

 
 

 
 

喬
朝 

花
押 

  
 

 
 

 

小
笠
原
佐
渡
守 

 
 

 
 

 
 

 
 

長
重 

花
押 

  
 

 
 

 

土
屋
相
模
守 

 
 

 
 

 
 

 
 

政
直 

花
押 

  
 

 
佐
竹
右
京
太
夫
殿 

 
 

 
 

 
 

 

・
日
下
（
ひ
し
た
、
に
っ
か
） 

・
苗
字
の
省
略 
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⑯ 

個
人
の
名
前 

苗
字 

幼
名
、
通
称
、
諱
（
本
名
）、
官
名
、
諡
名 

な
ど 

 

以
下 
便
利
な
古
文
書
解
読
必
携
資
料 

 

⑰ 

暦
と
十
干
十
二
支 

 

⑱ 

時
刻
、
方
角
、
貨
幣 

 

⑲ 

度
量
衡
の
単
位 

 
 

 

⑳ 

三
貨
制 

 

㉑ 

幕
府
支
配
の
体
制 

 
 ㉒ 

国
名
・
州
名
。
郡
名 

 

㉓ 

官
位
・
官
職 

 

㉔ 

変
体
仮
名
一
覧
表 

     

書
き
下
し
文
、
読
み
下
し
文
、
解
読
文
、
釈
文
に
つ
い
て 

 

例
文
２ 

書
き
下
し
文 

 

・
原
文
を
そ
の
ま
ま
書
き
下
す 

但
し
変
体
仮
名
は
平
仮
名
に
変
換 

 

 

文
化
十
四
丑
年
四
月 

江
川
太
郎
左
衛
門
よ
り
御
届 

 

豆
州
韮
山
私
居
屋
敷
家
作
之
儀
は
私
先
祖
ゟ
廿
七
代
以
前
之
先 

祖
保
元
年
中
大
和
國
宇
野
ゟ
引
移
候
節
相
建
候
家
作
二

而

其
後 

弘
長
年
中
修
復
仕
候
節
日
蓮
ゟ
自
筆
之
棟
札
を
賜
り

右
家
作 

之
侭
今
以
住
居
仕
罷
在
候
明
暦
年
中 

御
本
丸
御
修
復
の
節 

私
屋
敷
之
儀
は
往
古
ゟ
壱
度
も
火
災
二

逢
不
申
珍
敷
家
作 

に
付
棟
木
之
内
壱
本
奉
差
上
候
寛
延
年
中
私
祖
父
太
郎 

左
衛
門
江
戸
詰
御
奉
公
相
勤
候
節
在
所
詰
被 

仰
付
御
暇
奉 

願
候
所
願
之
通
御
暇
被
下
置
且
先
祖
ゟ
之
由
緒
御
尋
之
上
在
所
韮 

山
屋
敷
は
稀
代
之
旧
家
二

付
取
拂
等
不
仕
留
守
居
之
者
差
置 

大
切
二

可
仕
旨
堀
田
相
模
守
殿
被
仰
渡
候
段
神
尾
若
狭
守
殿 

被
申
渡
候
右
之
通
数
百
年
二

及
候
家
作
之
儀
二

付
此
節
に 

相
成
柱
等
一
躰
に
傾
き
惣
躰
柱
腐
り

候
場
所
多
分
有
之 

難
捨
置
候
間
此
度
修
復
相
加
え

申
候
積
り

御
座
候
先
祖
よ
り
由 

緒
も
有
之
家
作
に
付
此
段
御
届
申
上
候
以
上 

文
化
十
四
丑
年
四
月 

 
 

 
 

江
川
太
郎
左
衛
門 
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同 

読
み
下
し
文 

 
 

 

・
旧
字
を
新
字
に
変
換 

 
 

 

・
適
宜
句
読
点
を
加
え
る 

・
漢
文
的
表
現
を
日
本
語
の
語
順
に
変
換 

 
 

 
・
適
度
に
助
詞
を
加
え
る 

 
 

 
 

文
化
十
四
丑
年
四
月 

江
川
太
郎
左
衛
門
よ
り
御
届 

 

豆
州
韮
山
私
居
屋
敷
家
作
の
儀
は
、
私
先
祖
よ
り
二
十
七
代
以
前
の
先
祖
、

保
元
年
中
、
大
和
国
宇
野
よ
り
引
移
り
候
節
、
相
建
て
候
家
作
に
て
、
そ

の
後
弘
長
年
中
修
復
仕
り
候
節
、
日
蓮
よ
り
自
筆
の
棟
札
を
賜
り
、
右
家

作
の
ま
ま
今
も
っ
て
住
居
仕
り
罷
り
あ
り
候
。
明
暦
年
中
、
御
本
丸
御
修

復
の
節
、
私
屋
敷
の
儀
は
往
古
よ
り
一
度
も
火
災
に
逢
い
申
さ
ざ
る
珍
し

き
家
作
に
付
、
棟
木
の
内
一
本
差
上
げ
奉
り
候
。
寛
延
年
中
、
私
祖
父
太

郎
左
衛
門
、
江
戸
詰
め
御
奉
公
相
勤
め
候
節
、
在
所
詰
め
仰
せ
付
け
ら
れ
、

御
暇
願
い
奉
り
候
所
、
願
の
通
御
暇
下
し
置
か
れ
、
且
先
祖
よ
り
の
由
緒

御
尋
ね
の
上
、
在
所
韮
山
屋
敷
は
稀
代
の
旧
家
に
付
、
取
払
い
等
仕
ら
ず
、

留
守
居
の
者
差
置
き
大
切
に
仕
る
べ
き
旨
、
堀
田
相
模
守
殿
仰
せ
渡
さ
れ

候
段
、
神
尾
若
狭
守
殿
申
し
渡
さ
れ
候
。
右
の
通
数
百
年
に
及
び
候
家
作

の
儀
に
付
、
此
節
に
相
成
り
、
柱
等
一
体
に
傾
き
、
惣
体
柱
腐
り
候
場
所

多
分
こ
れ
あ
り
、
捨
置
き
難
く
候
間
、
此
度
修
復
相
加
え
申
し
候
積
り
に

御
座
候
。
先
祖
よ
り
由
緒
も
こ
れ
あ
る
家
作
に
付
、
此
段
御
届
申
し
上
げ

候
、
以
上 文

化
十
四
丑
年
四
月 

 
 

 
 

江
川
太
郎
左
衛
門 

  

 

解
読
文
・
釈
文 

 

解
読
文
、
釈
文
な
ど
に
は
明
確
な
定
義
、
き
ま
り
は
な
い
。 

こ
の
た
め
、
講
座
や
解
読
本
な
ど
で
は
、
あ
ら
か
じ
め
独
自
に
旧
字
、
旧

仮
名
使
い
、
変
体
仮
名
等
の
扱
い
方
を
決
め
た
「
凡
例
」
を
表
示
し
、
解

読
文
・
釈
文
の
き
ま
り
を
示
し
て
い
る
。 

                  

原文（漢文では白文） 

読み下し文 

書き下し文 

現代語 訳文 

解読文・釈文 

原
文
の
ま
ま
活
字

に
置
き
変
え
る
。 

日
本
語
の
語
順

に
置
き
変
え
る
。 




